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平
成
18
年
9
月
議
会
定
例
会
が

9
月
19
日
に
召
集
さ
れ
、
会
期
を

四
日
間
と
定
め
て
開
会
し
ま
し
た
。

　

議
長
よ
り
諸
般
の
報
告
、
続
い

て
町
長
よ
り
行
政
報
告
が
あ
り
、

合
併
し
て
6
ヶ
月
が
経
過
7
月
の

集
中
豪
雨
被
害
が
発
生
、
公
共
、

農
業
施
設
関
係
に
1
0
9
件
約
2

億
3
千
万
の
被
害
を
出
し
た
が
最

小
限
に
と
ど
め
る
事
が
出
来
た
と

の
報
告
、
さ
ら
に
は
不
幸
に
も
行

方
不
明
者
が
出
て
、
尊
い
人
命
が

失
わ
れ
た
事
は
残
念
で
あ
っ
た
。

今
回
は
災
害
復
旧
関
連
の
補
正
予

算
を
計
上
す
る
主
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

続
い
て
常
任
委
員
長
よ
り
研
修

報
告
が
あ
り
、
条
例
5
件
、
一
般

会
計
3
億
1
千
9
百
45
万
5
千
円

の
追
加
補
正
、
特
別
会
計
で
は
国

民
健
康
保
険
事
業
会
計
、
7
千
7

百
31
万
8
千
円
追
加
補
正
、
介
護

保
険
事
業
会
計
2
千
1
0
9
万
3

千
円
追
加
補
正
、
平
成
17
年
度
町

立
病
院
事
業
会
計
決
算
報
告
、
事

業
収
益
8
億
6
千
6
百
41
万
9
9

1
円
に
対
し
て
費
用
9
億
99
万
9

千
1
3
3
円
と
な
り
、
差
引
3
千

4
5
8
万
8
1
4
2
円
の
損
失
決

算
審
議
、
有
明
広
域
事
務
組
合
の

規
約
改
正
1
件
。

　

さ
ら
に
和
水
町
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
書
の
策
定
案
、
請
願
、

陳
情
書
9
件
の
委
員
会
付
託
に
つ

い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
一
般
質
問
に
4

名
が
登
壇
熱
弁
を
ふ
る
う
。
以
上

で
初
日
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
一
般
質
問
に
6
名
が

熱
弁
を
ふ
る
い
、
執
行
部
の
考
え

を
正
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
各
委
員
会
に
お
い
て

議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
小

中
一
貫
教
育
特
別
委
員
会
等
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
日
目
に
お
い
て
は
、
議
案
12

件
（
議
案
79
号
〜
99
号
）
が
上
程

さ
れ
慎
重
審
議
の
う
え
採
決
さ
れ

可
決
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
請
願
、
陳
情
書
8
件
に

つ
い
て
常
任
委
員
長
報
告
が
あ
り

全
件
採
択
さ
れ
、
四
日
間
の
会
期

を
終
了
し
ま
し
た
。

（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予

算
の
主
な
内
訳
を
左
記
掲
載
）

農
林
業
施
設
・
公
共
土
木
施
設
等

災
害
復
旧
予
算
・
条
例
改
正
な
ど
17
議
案
可
決

9月補正予算

■ 一般会計・特別会計補正予算の主な内訳
一般会計補正予算319,455千円を追加。
予算総額5,709,712千円となる。（84号）

主な補正 歳　　出    千円
総務管理費 電子計算機保守点検委託料 1,219
民 生 費 老人福祉費・地域包括支援センター費 2,560
衛 生 費 斎場・火葬負担金・護み袋作成費 2,886

農林水産費

民家村、ガラス工房建物請負設計管理料 41,600
団体圃場整備事業 3,518
町有林整備業務委託 1,082

合計  46,200
商 工 費 ふるさと交流センター建物調査委託費 2,778
土 木 費 事務費、補助対象の為組み替え ▲3,922

教 育 費 上水道使用料、印刷製本費、
大会出場補助金等 2,340

災害復旧費
農地等災害復旧費 138,982
林業施設災害復旧費 16,428
公共土木施設災害復旧 109,911

■ 特別会計補正予算
平成18年度国民健康保険事業会計（85号）
77,318千円追加し、総額1,593,928千円とする。

歳　　出 千円  

　　　　保険財政共同安定化事業拠出金等 77,318

■ 特別会計
平成18年度介護保険事業会計（86号）
21,093千円を追加し、総額1,416,919千円とする。

歳　　出 千円  

　　　　 人事異動に伴う補正 2,087
　　　　 介護サービス等諸支出金 19,006
平成17年度町立病院事業会計決算（87～88号）
　　　　　　　　　 円  

　　　　 収　益 Ⓐ 866,410,991
　　　　 費　用 Ⓑ 900,999,133
　　　　 差　引 Ⓐ－Ⓑ ▲34,588,142

33億億11,945,945万万55千円千円
平
成
18
年
9
月
議
会
定
例
会
報
告

〝
補
正
予
算
総
額
3
億
1
9
4
5
万
5
千
円
〞
追
加
議
案

3 Nagomi vol.2

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
案
件
は
、
請
願
1
件
と
要

請
3
件
の
計
4
件
で
し
た
が
、
左

記
の
と
お
り
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

○
世
界
の
恒
久
平
和
は
、
人
類
共

通
の
願
い
で
あ
る
。
旧
両
町
と

も
決
議
事
項
で
あ
っ
た
。

◆
◆
◆
◆
◆

　

↓　

◆
◆
◆
◆
◆

　

↓　

○
公
共
交
通
機
関
の
乏
し
い
我
が

町
に
と
っ
て
は
、
住
民
の
移
動
、

ま
た
交
流
人
口
の
確
保
と
い
う

点
に
お
い
て
も
交
通
手
段
の
中

で
自
動
車
へ
の
依
存
率
が
高
く
、

道
路
の
整
備
水
準
向
上
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

◆
◆
◆
◆
◆

　

↓　

○
南
関
高
校
か
ら
山
鹿
、
玉
名
、

荒
尾
へ
の
道
程
は
全
て
20
㎞
以

上
に
な
り
、
交
通
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
経
済
的

に
も
高
校
教
育
を
受
け
ら
れ
な

い
子
ど
も
が
出
て
く
る
。

　

厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
陳
情
第
9
号
「
公
共
関
与

に
よ
る
管
理
型
最
終
処
分
場
建
設

に
関
す
る
陳
情
書
」
に
つ
い
て
は
、

21
日
委
員
会
室
に
お
い
て
中
島
税

務
住
民
課
長
を
交
え
委
員
4
名
で

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

陳
情
書
は
、
南
関
町
米
田
地
区

の
公
共
関
与
に
よ
る
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
建
設
計
画
に
対
し
、

本
町
の
内
田
地
区
は
建
設
予
定
地

と
7
0
0
メ
ー
ト
ル
〜
8
0
0

メ
ー
ト
ル
の
近
距
離
に
あ
る
こ
と
。

生
活
用
水
は
地
下
水
に
頼
っ
て
い

る
こ
と
。
処
分
場
の
処
理
水
は
内

田
川
に
放
流
さ
れ
る
こ
と
。
こ
の

内
田
川
に
1
0
0
％
依
存
し
25
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
田
に
農
業
用
水
と

し
て
利
用
し
て
い
る
が
、
処
分
場

建
設
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
。
ま
た
風
評
被
害

な
ど
多
大
な
損
害
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
。
処
分
場
へ
の
交
通
量
の
増

大
に
よ
っ
て
歩
行
者
等
地
域
住
民

は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
な
ど

指
摘
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
で
は
、

こ
の
陳
情
書
は
地
域
住
民
の
健
康

と
暮
ら
し
を
守
る
上
で
も
っ
と
も

な
こ
と
と
し
て
全
員
賛
成
で
採
択

致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
陳
情
第
12
号
「
陳
情
書
、

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
を
求
め
る

要
請
書
・
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
」
に
つ
い
て
は
、
21
日
委
員
会

室
に
お
い
て
日
永
健
康
福
祉
課
長

を
交
え
委
員
4
名
で
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

陳
情
書
は
じ
ん
肺
と
い
う
職
業

病
は
、
粉
塵
職
場
で
働
く
労
働
者

の
生
命
と
健
康
を
奪
う
不
治
の
病

と
し
て
あ
ら
ゆ
る
職
業
病
の
中
で

最
古
に
し
て
現
在
も
な
お
最
大
の

被
災
者
を
出
し
続
け
て
い
る
こ
と
。

1
9
6
0
年
に
じ
ん
肺
法
、
1
9

7
8
年
に
改
正
じ
ん
肺
法
が
制
定

さ
れ
た
が
、
重
症
の
じ
ん
肺
患
者

が
発
生
し
続
け
た
こ
と
。
裁
判
の

結
果
、
東
京
地
裁
で
7
月
7
日
、

熊
本
地
裁
で
7
月
13
日
に
ト
ン
ネ

ル
工
事
の
粉
塵
対
策
が
極
め
て
不

十
分
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
が
、
国
は
粉
じ
ん
被
害
を
な
く

す
た
め
の
粉
塵
測
定
を
拒
否
し
て

い
る
こ
と
。
そ
し
て
国
が
控
訴
し

よ
う
と
し
て
い
る
た
め
控
訴
を
取

り
下
げ
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
被
災
者

の
防
止
対
策
と
早
期
解
決
を
求
め

る
要
請
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
じ
ん
肺
被
害
の
救

済
と
じ
ん
肺
の
発
生
を
止
め
る
こ

と
が
必
要
と
の
こ
と
で
全
員
賛
成

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
の
主
な
内
容
と
採
決
結
果

請
願
・
陳
情
の
主
な
内
容
と
採
決
結
果
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会


